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玄海町長

岸本　英雄　様
要請書　「新規制基準」はまったく不十分

県民の命を守るために　玄海原発再稼働を認めないでください
玄海原発再稼働に反対する市民一同

原発の新規制基準が7月８日に施行され、九州電力は同日、川内原発の再稼働に向けた安全審査の申請を行い、本日12日、玄海原発の申請を行いました。
　しかし、福島第一原発事故の事故原因はいまだ究明されず、さらに放射能の汚染水の流入・発生がつづき、その解決の見通しも立っていません。福島ではいまだに15万人以上が避難生活を余儀なくされ、故郷へ戻れない状況にあります。福島第一原発事故は「収束」していないのです。

こうした中で、原発再稼働を求める一部の経済界および各電力会社の意向に沿って、審議過程で専門家から出された疑問や、多くの国民から寄せられた意見を全く無視し、企業の論理にのっとったスケジュールありきで決定された「新規制基準」で再稼働をすすめるなど、私たちは断固として容認できません。

　新規制基準では、炉心溶融を伴うような重大事故への対策を義務付けていますが、福島事故の教訓を踏まえた内容になっていません。そのうえ、中央制御室が使えなくなった場合に備える「第二制御室」の設置、放射性物質を低減した上で外部に逃がす「フィルター付きベント」設備の設置などは５年の猶予が設けられています。放射能汚染水対策も問題にもされていません。
そもそも原発は「五重の壁に守られているから放射能は漏れない」と言ってきたのが、いつの間に「事故が起き爆発しそうだからベントします。放射能を放出するから逃げてください！」と言うようになったのでしょうか。

防災計画もろくにできない下で、再稼動したら再び事故が起きるかもしれないと市民は不安に脅えています。放射能被ばくを覚悟しろというのですか。

　さらに、事故が起きた際の責任も不明確なまま、賠償も結局は電気料と税金、つまりは国民に押し付けというのは、あまりに無責任です。

こうした大問題があるにもかかわらず、古川知事は7月8日、「世界的に厳しい基準をつくると表明したものが施行される。しっかりとした審査を期待したい」「（審査を）ダラダラしてもいけない」と発言しました。まったく受け身で国の言いなりの態度には、県民の命と財産を守る姿勢が微塵も感じられません。

玄海町長は「とにかく早期の再稼働を期待する」という発言をいつもされていますが、ひとたび事故が起きてしまったら、町民が被ばくを強いられる上に、さらにその影響は玄海町にとどまらず、九州中、世界にも迷惑を与えることになります。そのことを分かった上での判断でしょうか。
「原発ゼロ」を求める国民の声を無視し、まったく不十分な「規制基準」の下での、スケジュール先にありきの玄海原発の再稼働に断固反対します。

住民の命を守るために、玄海原発再稼働を認めないでください。
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